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１．シラバスとは 

（１）教員にとっては 

・ シラバスは、教員が体系的な教育課程を踏まえ、学習者である学生の視点を考慮

して、授業設計をするためのものです。教員は、シラバスを作成することで、その

授業で、学生の学士力向上のために、何を、どこまで、どの程度、どのように教え

るのかを明確にできます。 

・ シラバスは、授業設計の観点からはＰＤＣＡのＰ（計画）に相当します。その後、

実際にシラバスにそって運用され（Ｄ）、適切に評価され（Ｃ）、評価に基づいて年々

更新・改善される（Ａ）ものです。このように、シラバスを実際に活用してみて、

学生の学習意欲と学力向上の状況を確認しながら、だんだんと質を高めていく必要

があります。 

・ シラバスは、教員と学習者である学生との「約束」であり、教員は授業に責任を

持ちます。 

 

（２）学生にとっては 

・ シラバスは、学生がその授業について知り、理解をするためのものです。学生は、

シラバスを見て、自分が何のために何をどのように学び、何ができるようになるの

かを明確化し、具体的にイメージすることができます。 

・ 学生は、シラバスによりその授業を履修するかどうかを判断します。 

・ 学生は、シラバスにより学習意欲が高まり、授業へ主体的に参加するようになり

ます。 

・ シラバスは、学生と教員との「約束」であり、学生は授業に予習・復習をして    

臨みます。 

 

２．シラバスを作成する際の確認事項 

（１）項目の記載に間違いがないか、ご確認ください。 

・ 事前に教務課にて登録しています。 

「授業科目、単位、履修、関連資格、開講年次、開講時期、該当ＤＰ、ナンバリン

グ」 

  ・記載項目に修正が必要な場合は、教務課にご連絡ください。 

 

（２）担当教員 

・ 担当教員名はシラバス作成教員名になっています。 

・ 複数で担当する科目については、シラバス公開時に教務課にて加筆します。 

 



（３） 授業概要 

・ 学科のＤＰに該当する到達目標に基づいて記入してください。 

・ 授業の内容や、授業の進め方、学習の方法などを、学生の視点に立って具体的にわ 

かりやすく簡潔に記載してください。 

・ 実務家教員は、「実務家教員として」と書き出しで、どのような実務家経験を持ち、 

担当科目の授業を行うのか、詳細に記載してください。 

・ 授業内で、アクティブラーニングを実施される教員は、授業概要にどのようなアク 

ティブラーニングを実施するのか記載してください。 

・ 学生はこの部分を見て履修を決めると推測されますので、授業開始後、記載内容に 

ついての大きな変更はできません。  

 

（４） 学生が達成すべき行動目標 

・ この科目が該当するＤＰを達成するために、学生が、どのような知識・理解、   

思考・判断、関心・意欲、態度、技能・表現といった諸能力を身につけることを    

目標とするのか、卒業認定・学位授与の方針とこの科目との関連を含めたところで、

具体的に記述してください。 

また、学生にとって到達可能な目標を設定するようにしてください。 

・ 記述の際には、学生を主体とした表記になるようにご留意ください。 

 

（５）達成度評価 

・ 「学生が達成すべき行動目標」に対する学生の各ＤＰの達成度の評価方法および

配点の割合をご記入ください。その際に、各評価方法の合計が１００％となるよう

にしてください。 

※各項目を計算すると、自動的に合計点数が計算されるものではありません。 

・ 各欄には１～１００の数字を入力してください。 

・ １つの評価方法だけで評価するのではなく、できるだけ複数の評価方法を導入し

ていただき、学生を多面的に評価していただくようご配慮ください。 

・ 評価方法の「その他」の欄については、独自に設定していただいて構いませんが、

客観的に評価できるものに限ります。「その他」を何で評価するのか、「達成度評価 

  に関するコメント」欄にご記入ください。 

 

（６）具体的な達成の目安（理想レベル/標準なレベル） 

・ 成績評価（９０点以上 秀、８０点以上 優、７０点以上 良、 ６０点以上 可、

６０点未満 不可）を使い、「良」を標準的レベル、「秀」を理想的レベルとする。 

 

（７） 授業計画（テーマ・講義内容、授業の運営方法、学習課題（予習・復習）、時間（分）） 

・ 各授業の実施計画についてご記入ください。学生が授業の展開を具体的にイメー

ジしやすいような記載を心がけてください。 



・ 実務家教員としてシラバスを作成される教員は、ご自身の実務家経験を活かした 

 授業内容の組み立てをお願いします。 

・ 授業内で、アクティブラーニングを実施される場合は、授業計画の中でも、それが 

わかるように記載してください。 

・ テーマ・講義内容については、各回の授業テーマとその内容を提示し、計画内容

がわかるように記載してください。なお、次のような計画内容の見えない記載はし

ないでください。 

例）第１回 ○○○○（１）、第２回 ○○○○（２）のみ記載。[○○○○の部分が

同じ]。 

・ 各回の授業をオムニバス形式等で展開する場合は、各回毎に担当教員名を記載し

てください。なお、外部講師が未定の場合は（外部講師）と表示してください。 

・ 授業の運営方法については、その時間の授業の運営方法についてお書きください。

講義や演習、グループワーク（ＧＷ）などといった記述や、「○○のプリント配布後

ワークシートを記入し、グループで討議する」というような詳細な表記でも結構で

す。 

・ 授業外学習（予習・復習）と時間については、学生が授業外学習に取り組むべき

予習・復習の内容と、その実施に必要な見積もり時間をご提示ください。授業外学習

が不要な場合は“なし”とご記入ください。 

 

（８） 必要な予備知識や技能 

・ 学生が履修するにあたっての前提となる知識や技能、もしくは履修済科目につい

てご記入ください。ただし、本学での学修以外の要因を挙げることは避けてくださ

い。 

 

（９） テキスト 

・ テキストを用いる場合は、書名、著者、出版社、出版年、価格について記載しま

す。なお、絶版等になっていないか、確認してください。 

・ テキストを授業外学習（予習・復習等）として用いる場合は、そのことを明記し

ます。 

 

（10）参考図書・教材/データベース・雑誌等の紹介 

・ 参考図書は、その学問領域への興味関心を高めるもの、自ら学ぶのに役立つもの、

さらに学びを深めるために有用なもの等を記載します。 

・ 参考になるホームページや資料等があれば、その情報も記載します。 

 

（11）授業以外の学習方法・受講生へのメッセージ 

・ 履修するに当たり、学生に留意して欲しい学習の内容や留意点などをご提示くだ

さい。また、授業中の態度や授業に挑む姿勢などについての学生への要望等をご記入



ください。 

 

（12）達成度評価に関するコメント 

・ 達成度評価の欄に配点した各評価方法について、その評価の基準や視点を学生に

示してください。（例：レポートで３０点配点の場合、どのような基準を満たせば  

３０点を得ることができるのか客観的視点で、かつ段階的にご提示ください。） 

・  達成度評価の「その他」については、学生が何によって評価されるのか記載して    

ください。 

・ 課題（試験やレポート等）に対して、学生へのフィードバックを実施する方は、こ 

の箇所に記載ください。例）「成績発表後に、評価点分布図を提示する」や「成績 

発表後に回答例を提示する」等。 

＊提示方法として、学内掲示板や UNIVERSAL PASSPORT を利用して提示する

方法があります。 

３．成績評価について 

（１）期末試験について 

・ 前期又は後期の各期末に期間を定めて実施する筆記試験です。一定の制限時間内

に、記述（択一式・選択式・計算・論述・作図など）の内容をもって、授業や自学

自習で学習した内容を確認します。  

 

（２）小テスト 

・ 授業期間中に小範囲、短時間に実施する小配点形の試験です。上記(1)の「試験」

に準じるもの、口頭試問などをもって、既習の知識・授業の内容などを確認します。  

 

（３）レポート 

・ 調査や実験に基づく事実や考察、テーマに基づく自分の意見を論理的に文章で表

現するものです。また、授業聴講レポート、ポートフォリオなどを提出することも

あります。成果を確認するだけでなく、レポート作成のプロセスも評価の対象とな

ることもあります。 

 

（４）発表（口頭、プレゼンテーション）について 

・ 口頭発表、プレゼンテーション、演技、実技試験、パフォーマンスなどで、成果

を確認します。 

 

（５） レポート外の提出物について 

・ 記述や口述以外の表現手段で成果を確認します。 

 

（６）その他 

・ 授業への積極的な参加を評価するものです。授業中の質問や教員の問いに対する



回答、予習・復習、オフィスアワーでの質問、など、学生の能動的な行動で確認し

ます。授業中に不必要な発語・行動を行わないことも重要です。 

・ 評価される内容については、「達成度評価に関するコメント」に詳細に記載してく 

ださい。 

 

 

４．シラバスの確認と訂正について 

シラバスの記入については、学内統一を図るため形式的に適切か、内容は決められた  

ＤＰに沿ったものになっている事などを、各学科の教務委員、学科長で確認し、全学的

な確認を教務部長が行います。もし適切でない箇所があった場合は、お手数ですが、訂

正をお願いすることもあります。 

 

５．シラバスの変更について 

   授業の運用上、シラバスの記載内容に変更が必要な場合は、授業の中で履修者の合

意をもって変更する場合があります。その場合は、授業開始時、履修者へ修正したシ

ラバスをもって説明、合意を行ってください。 

また、シラバス変更については、事前に教務課へ届け出をお願いいたします。変更

内容によっては、学科の了解が必要となります。 

 

  

 


